
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
かつて「酪農と福祉の町」と呼ばれた本町の酪農家は、昭和 50 年代は 180 戸を超

えていましたが、現在は 17 戸まで激減しました。 
町外からの新規就農者や町民の皆さんの子弟から酪農を目指す方々の選択肢の一

つに、比較的投資が少なく、労働力を省力化できる「放牧酪農」が注目されています。 
その放牧酪農の現状や魅力を専門家から学んでみませんか！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

          
 

昭和47年 大学卒業後農水省入省 
平成元年 草地試験場放牧管理研究室長 

その後退職まで北海道、九州などで乳牛及び肉牛の放牧の試験
研究に従事 

平成17年  畜産草地研究所を定年退職後日本草地畜産種子協会放牧アドバ
イザーとして全国の放牧技術指導・普及に当たる 

主な著書：放牧のすすめ（平成９年酪総研） 
 

 

僕たち牛も、のびのび草を食
べ、自由に運動して元気だよ！


